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Ⅰ．調査の概要  

１．調査の目的  

男女共同参画に関する市民の意識及びニーズについて、前回の意識調査（ 令和元年度実施）、国

 内閣府）及び福島県と比較検討し、市民の意識や実態を把握することにより、「男女共同参画ふ

くしまプラン」の推進及び今後実施する本市における男女共同参画施策を効果的に進めるための

基礎資料とすることを目的とする。（ 

 

２．調査の項目  

 １）属性 性別、年齢、職業、婚姻、共働き状況）（ 

 ２）男女平等意識について（ 

 ３）家庭・結婚観、地域活動について（ 

 ４）女性活躍の推進について（ 

 ５）職業・就労について（ 

 ６）子どもの教育について（ 

 ７）介護について（ 

 ８）人権について（ 

 ９）性の多様性について 

 １０）防災について（ 

 １１）男女共同参画に関する施策について（ 

 

３．調査の設計  

 １）調査地域（（（（福島市全域（ 

 ２）調査対象（（（（福島市在住の満 18歳以上の男女（ 

 ３）調査対象数（（2,500 人 男女各 1,250 人）（ 

 ４）抽出方法（（（（福島市内に住所のある方から無作為抽出（ 

 ５）調査方法（（（（郵送による配布・回収、オンラインによる回収 

 ６）調査期間（（（（令和 6年 9月 9日（～（9 月 30 日（ 

 

４．回収結果  

 １）標本数（（（（（（（2,500 人 男性 1,250 人、女性 1,250 人）（ 

 ２）回収数（（（（（（（727 人（ 

 ３）有効回収数（（（727 人（ 郵送回収 547、オンライン回収 180） 

 ４）有効回収率（（（29.1％ ＝727 人／2,500 人）（ 

 ５）無効回収数（（（0 人 
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５．数値の基本的な取扱について  

 １）比率はすべて百分率で表し、小数点第 2位以下を四捨五入している。したがって、その合 

計が 100％にならないことがある。（ 

 ２）基礎となるべき実数は（ n＝○○”として掲載し、各比率は nを 100％として算出している。 

 ３）1人の回答者が 2つ以上の回答ができる質問 複数回答）では、回答率の合計が 100％を 

超える。（ 

 ４）全国調査結果と比較した図表では、全国調査に合わせて「無回答」を省略した部分がある 

ため、区分ごとの実数の合計 nの値）が全体の標本数と一致しないことがある。 

  

６．自由記入欄一覧  

  自由記入欄への意見等については、巻末に一覧表として整理している。（ 

  

７．比較を行った調査の概要  

  本調査の分析にあたり、比較できる項目について、次の調査結果との比較を行っている。（ 

（ Ⅰ）『男女共同参画に関する意識調査』・・・福島市 令和元年度実施）（ 

（（（（ １）調査地域（（（ （福島市全域（ 

（（（（ ２）調査対象（（（ （福島市在住の満 18歳以上の男女（ 

（（（（ ３）調査対象者数 2,500 人（ 

（（（（ ４）抽出方法（（（ （福島市住民基本台帳より無作為抽出（ 

（（（（ ５）調査方法（（（ （郵送による配布・回収、礼状兼督促状１回送付（ 

（（（（ ６）調査期間（（（ （令和元年 7月 8日～（7月 31 日（ 

（（（（ ７）有効回収数（（（ 1,026 人（ 

（（（（ ８）有効回収率（（ （41.0％（ 

（（（なお、本調査では、以降「前回調査」と表記。（ 

 

  Ⅱ）「男女共同参画・女性の活躍促進に関する意識調査」・・・福島県 令和元年度実施）（ 

（（（（ １）調査地域（（（ （福島県全域 33 市町村を抽出）（ 

（（（（ ２）調査対象（（（ （20 歳以上の男女個人（ 

（（（（ ３）調査対象数（（ 2,000 人（ 

（（（（ ４）抽出方法（（（（ 層化二段無作為抽出法（ 

（（（（ ５）調査方法（（（（ 郵送法 配布・回収とも郵送）による自記式のアンケート調査（ 

（（（（ ６）調査期間（（（（ 令和元年 11月 12 日～（11 月 25 日（ 

（（（（ ７）有効回収数（（（（651 人（ 

（（（（ ８）有効回収率（（（（32.6％（（ 

（（（なお、本調査では、以降「福島県調査」と表記。 
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 Ⅲ）「男女共同参画社会に関する世論調査」・・・内閣府 令和４年度実施）（ 

（（（（ １）調査対象（（（全国 18歳以上の日本国籍を有する者 

（（（（ ２）調査対象数（5,000 人 

（（（（ ３）調査期間（（（令和 4年 11 月 24 日～令和 5年 1月 1日（ 

（（（（ ４）調査方法（（（郵送法 

（（（（ ５）有効回収数（2,847 人（ 

（（（（ ６）有効回収率（56.9％（ 

  なお、本調査では、以降「全国調査」と表記。 

  

  

８．回答者の構成  

（１）性別 

回答者 727 人については、「女性」が 56.8％、「男性」41.8％、「その他」0.3％、「無回答」1.1％

である。 

 

 

 

（２）年代 

全体としては、最も高いのが「70 代以上」の 29.7％、最も低いのが「10 代」で 1.1％である。

性別でみると、女性「70代以上」の 26.6％、男性「70代以上」の 34.2％の割合が最も高い。 
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（３）職業 

全体では、「勤め人（ 会社（・団体等の役員、正規の社員（・職員等）」の 36.3％が最も高く、以下、

「無職」の 23.9％、「勤め人 パートタイム・アルバイト・派遣・契約社員等）」の 16.5％、「家

事専業」の 12.2％と続く。（ 

性別でみると、女性は（「勤め人（ 会社（・団体等の役員、正規の社員（・職員等）」の 32.3％、男性

も「勤め人 会社・団体等の役員、正規の社員・職員等）」の 42.6％が最も高い。  

 

 

年代別でみると、（「勤め人（ 会社（・団体等の役員、正規の社員（・職員等）」は男女ともに 20代か

ら 50 代に多い。また、「無職」は男女ともに 70 代以上が中心であり、「勤め人 パートタイム・

アルバイト・派遣・契約社員等）」は女性の 40 代から 60 代、男性の 10 代、60代に多い。 
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（４）婚姻状況 

「結婚している」が約 7割、「結婚していない」が約 3割である。  

 

 

（５）共働き状況 

結婚している方のうち、「共働き」、「共働きしていない」ともそれぞれ約 5割である。 

 


